
行問院余と○
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現たしユて愕

地痢て二い呉
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見岩チプ行
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　んア籾児影

　にを叫忿を
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親
善
大
使
・
黒
柳
徹
子
さ
ん
に
同
行

き
　
●
及
ば
ぬ
援
助

　
ソ
マ
リ
ア
、
ケ
ニ
ア
両
国
と

の
現
に
振
す
る
シ
ダ
モ
州
の
町

ド
ロ
オ
ド
。
難
民
キ
ャ
ン
プ
に

は
木
の
枝
や
枯
れ
草
で
ふ
い
た

広
さ
一
畳
ほ
ど
の
粗
末
な
小
忌

が
密
集
し
て
い
た
。
周
辺
の
土

地
は
か
ん
ば
つ
の
影
響
で
干
上

が
り
、
時
折
、
砂
あ
ら
し
が
舞

い
上
が
る
。
エ
サ
が
な
く
な

り
、
餓
死
し
た
ロ
パ
の
死
骸

（
し
か
い
）
が

散
乱
す
る
。
キ

ャ
ン
プ
の
周
り

に
は
、
土
を
嘔

っ
た
だ
け
の
人

間
の
ａ
か
日
ご

と
に
堵
え
て
い

く
。

　
一
年
半
前
に

。
｀
二
千
五
百
人
だ

っ
た
町
の
人
口

か
、
今
は
七
万

二
千
人
。
十
万

歳
以
下
の
吊
と

も
が
半
数
を
占

め
る
。
ソ
マ
リ

ア
か
ら
の
難
民

の
ほ
か
、
昼
削

エ
チ
オ
ピ
ア
の

内
戦
を
逃
れ
て

ソ
マ
リ
ア
に
避

難
し
、
戻
っ
て

き
た
帰
還
民
も

い
る
。

　
難
民
キ
ャ
ン

づ
か
ら
十
♂
ほ

ど
鳶
を
脚
れ
る

た
時
も
、
ハ
ビ
バ
と
い
う
名
の

四
十
歳
の
母
親
が
、
七
人
の
子

ど
も
を
迪
れ
て
毎
の
み
着
の
ま

ま
で
渡
っ
て
き
た
。
母
親
は
う

つ
む
き
か
ち
に
「
夭
か
内
戦
で

　
　
　
　
　
死
ん
だ
。
食
べ

ソ

マｙ

ｌ

毎日150人超す流入

かんばつ･飢餓が深刻に
か
ら
こ
こ
に
来

た
』
と
話
し
た
。

　
こ
の
難
民
キ

ャ
ン
プ
で
は
、

約
一
年
前
か
ら

非
政
府
組
織

（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の

画
境
な
き
医

師
団
」
（
Ｍ
Ｓ

Ｆ
）
オ
ラ
ン
ダ

支
部
が
救
援
后

勤
を
続
け
て
い

る
。
今
年
四
月

か
ら
は
、
エ
チ

オ
ピ
ア
政
府
と

ｌ

生

Ｗ

吏

だ
に
乗
っ
て
、
毎
岳
笠
十
人

以
上
が
逃
げ
込
ん
で
く
る
。
大

半
の
人
々
の
所
持
金
は
せ
い
ぜ

い
二
千
ソ
マ
リ
ア
妁
、
一
米
Ｊ

に
も
桝
た
な
い
。
我
々
が
訪
ね

料
援
助
も
始
ま
っ
た
が
、
道
路

事
愕
が
悪
い
上
に
運
送
車
両
が

足
り
ず
、
小
麦
も
一
人
当
た
り

必
要
量
の
四
分
の
一
し
か
配
給

で
き
な
い
。

難民のための診療所でr国墳なき医師団jの診察を

待つ親子＝ドロオドで、コ.ニセコの濡良世さん写す

　
数
カ
月
和
ま
で
は
キ
ャ
ン
プ

全
体
で
一
日
半
均
約
四
十
人
が

死
ん
で
い
ぺ
今
は
半
分
以
下

に
減
っ
た
が
、
死
者
は
幼
い
こ

ろ
か
ら
の
栄
養
失
調
が
た
た
っ

て
二
十
圭
一
。
十
歳
の
働
き
盛
り

に
多
く
、
将
来
の
難
民
の
自
活

が
危
ぶ
ま
れ
る
。

　
キ
ャ
ン
プ
に
は
四
つ
の
給
食

セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
そ
の
一
つ

で
は
、
醤
と
皮
ほ
か
り
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
乳
幼
児
を
抱
い
た

数
十
人
の
母
親
が
甦
ぺ
た
に
奴
’

ん
で
し
ゃ
が

み
、
ｊ
ど
も
へ

の
栄
養
食
を
受

け
取
っ
て
い

勺
半
数
以
上

の
子
ど
も
が
物

を
飲
み
込
む
力

が
な
く
、
栄
葵

食
を
ぽ
う
ぜ
ん

と
に
つ
め
て
い

た
。
五
ａ
の
男
児
と
一
緒
に
い

た
父
親
の
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
さ
ん

（
四
〇
）
は
七
ヵ
月
前
、
泰
と
七
人

の
子
を
連
れ
て
ソ
マ
リ
ア
の
首

都
モ
ガ
デ
ィ
シ
オ
か
ら
来
た
。

　
『
喪
は
一
力
以
削
か
ら
内
気
で

寝
込
ん
で
い
る
。
こ
こ
に
来
て

四
人
の
子
を
Ｃ
く
し
た
。
食
べ

物
が
足
り
な
い
』
と
い
う
。

　
Ｍ
Ｓ
Ｆ
オ
ラ
ン
ダ
支
部
の
ア

デ
ィ
ス
ア
ベ
バ
代
表
ア
ニ
タ
ヽ
・

ヤ
ン
セ
ン
さ
ん
征
よ
る
と
、
六

歳
以
下
の
７
ど
も
の
半
数
が
飢

餓
で
死
ん
で
い
く
。

　
別
の
｀
Ｉ
胞
は
医
療
テ
ン
ト

　
エ
チ
オ
ピ
ア
の
難
民
九
一

年
の
国
遮
綱
査
に
よ
る
と
、
エ

チ
オ
ピ
ア
で
は
か
ん
ば
つ
と
内

戦
に
よ
る
農
業
生
産
服
装
、
家

畜
喪
失
の
た
め
に
離
村
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
国
内
避
難
民
が
約

八
暇
乃
人
。
九
〇
年
末
以
来
、

ソ
マ
リ
ア
の
内
戦
を
珊
け
て
鴛

民
キ
ャ
ン
プ
に
来
た
殖
民
が
約

六
十
。
ム
万
人
、
帰
還
民
も
約
三

十
五
万
人
に
辿
す
る
。

が
糸
７
た
。
そ
の
中
の
集
中
松

疸
堅
で
、
Ｍ
Ｓ
Ｆ
オ
ラ
ン
ダ
支

部
の
医
師
ア
ン
ヤ
・
プ
ラ
ッ
キ

ン
グ
さ
ん
は
下
痢
や
帖
核
、
肺

炎
な
ど
を
併
発
し
た
・
子
を
指
さ

し
、
「
あ
と
Ｉ
、
二
目
の
命
で

す
。
母
匍
が
途
中
か
ら
連
れ

て
こ
な
く
な
っ
た
。
お
そ
ら

く
、
一
院
で
は
食
べ
吻
か
む
ら

え
な
い
４
Ｃ
た
か
ら
で
し
ょ

念
と
ｓ
っ
た
。
飢
え
が
、
病

気
を
治
す
撫
会
ま
で
勿
っ
て
い

た
。

　
●
緑
の
学
校

　
テ
ィ
グ
レ
州
は
一
九
七
丑
年

以
来
、
州
の
・
Ｈ
暁
を
目
指
す
テ

ィ
グ
レ
人
民
解
放
戦
線
（
Ｔ
Ｐ

Ｌ
Ｆ
）
の
拠
点
と
し
て
、
旧
政

府
箪
の
集
中
攻
撃
を
受
け
た
。

土
地
は
荒
れ
政
一
と
な
り
、
さ

ら
に
か
ん
ぱ
つ
も
加
わ
り
、
三

十
年
莉
に
は
半
分
以
上
が
森
林

だ
り
た
山
々
が
、
ほ
と
ん
ど
地

肌
を
む
き
だ
し
に
し
て
い
る
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｌ
Ｆ
創
立
者
の
一
人
で

あ
る
ア
ス
ラ
ト
州
知
事
は
『
森

林
破
壊
は
ま
き
や
建
築
用
に
木

を
切
っ
て
き
た
せ
い
も
あ
る

が
、
回
恒
す
る
た
め
の
植
林
を

す
る
た
び
に
爆
撃
さ
れ
た
影
蓼

の
ほ
う
が
大
き
い
』
と
し
た
土

で
、
「
平
和
を
勝
ち
取
っ
た
今

こ
そ
、
人
民
が
全
力
で
国
土
再

建
に
廠
り
組
む
時
芒
と
意
気

込
む
。

　
州
作
メ
ケ
レ
郊
外
の
メ
セ
ポ

山
で
は
、
十
年
前
か
ら
周
辺
住

民
が
爆
撃
の
合
間
を
縫
っ
て
は

植
林
を
銃
け
、
Ξ
百
万
本
の
苗

木
を
植
え
終
わ
っ
た
。
ま
た
、

旧
政
府
軍
の
煤
撃
で
州
内
に
血

白
四
生
ハ
あ
っ
た
小
中
学
校
の

半
数
が
破
壊
さ
れ
た
。
こ
の
た

め
、
大
き
な
常
緑
樹
の
下
に
ヂ

ど
も
た
ち
を
集
め
て
教
習
す
る

「
緑
の
学
校
」
が
各
地
に
股
最

さ
れ
て
い
た
。
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